
 

 

 

 

河川災害復旧工法選定のフロー 

 

  

① 災害発生 

 1 異常な天然現象により生じた災害であること。 2 被災した施設が公共土木施設であること。 

 2 地方公共団体またはその機関が施行するもの。 

   以上の確認 

 

 

  
② 災害報告 

 河川局防災・海岸課に速やかに報告 

 

 

  

③ 現地調査に基づき災害復旧箇所河川特性整理表(A表)の作成 

(基本方針3―3参照) 

 1．物理的特性の現地調査 

  a．被災延長 b．蛇行状況 c．水衝部又は水裏部 d．既設構造物 e．横断形状 f．河床材料 

  g．瀬・淵  h．河床変動 

 2．親水・空間利用の調査 

  a．水深   b．静水域  c．水質  d．利用状況  e．親水性 

 3．自然環境の調査 

  a．天然記念物、レッド・データブック、文献等既存資料の確認 

 4．周辺環境の調査 

  a．周辺景観要素  b．歴史的風土  c．文化財  d．景観要素  e．公園等 

 5．被災状況の調査 

  a．被災状況や被災原因を調査する。 

  b．被災状況を写真や図面で示し、被災原因のコメントを記入する。 

 6．環境スケッチ 

  a．被災箇所と周辺環境との関わりがわかるようなスケッチ及び写真を撮る。 

 

 

  

④ 適用工法の一次選定 

当該災害箇所の被災原因、河道特性、背後地の形態、前後施設との

関連自然環境や周辺環境への配慮等を勘案して一次工法を選定す

る。 

 

 

 



 

 

 

⑤ 設計流速算定表(B表)の作成                          (基本方針5―5参照) 

計算対象区間は被災区間を包括する範囲で、直線、曲線区間に分割して定める。 

 ・直線区間は、最低3B(Bは設計水位での水面幅)程度とする。  ・曲線区間は湾曲部の全延長とする。 

 ・検討断面数は最低3断面程度で検討する。   ・一次工法を対象として以下の手順で代表流速を算定する。 

 

(イ) 設計水位を決める                          (基本方針5―5―1参照) 

1．計画高水位が設定され、そのとおり施工されている場合は計画高水位 

2．計画高水位が設定されていない場合 

 a．既設護岸が被災した場合は、既設護岸の天端高に相当する水位又は洪水痕跡水位のいずれか高い水位 

 b．維持上又は公益上特に必要と認められるものとして採択される天然河岸については、上下流施設の護岸

の天端高に相当する水位又は洪水痕跡水位のいずれか高い水位 

  なお、要綱第3第2号ハ、ホ、ト、チに該当する当該災害を与えた洪水の設計水位も上記①②を考慮する 

 

 
 
 

  

(ロ) 平均河床高(Z)を決める 

・横断図より河床部の凹凸の面積が同じになるようなラインを目視で決め、このラインを現況平均河床

高(Z)とする。 

(基本方針5―5―1参照)  

  

 
 
 

  
(ハ) 設計水深(Hd)を決める 

 ・設計水深は、Hd＝W．L－Zとする。 
  

 
 
 

(ニ) 部分的な粗度係数を決める 

河床部、高水敷部と法面部(護岸部)に分けて粗度係数を決める。 

 1．河床部の粗度係数(n1) 

  a．河床材料の代表粒径が2cm以上の場合。(基本方針5―4―2参照) 

   ・マニング・ストリクラーの式により求める。 

     n＝Ks1／6／7.66vg 

         (Ks：相当粗度(河床材料の代表粒径をm単位で使用)) 

         (g：重力加速度(m／s2)) 

   ・なおdRと粗度係数の関係表より求めてもよい。(基本方針5―4―2参照) 

  b．河床材料の代表粒径が2cm未満の場合。(基本方針5―4―2参照) 

   ・次式により求める。 

    n＝  ／vg・Φ  Φ＝6.0＋5.75・log［Hd／2.5・dR］ 

 

    (Hd：設計水深(m) dR：河床材料の代表粒径(当面dR＝0.005mとして良い)) 

     ただし、計算したnが0.020を下回る場合は0.020とする。 

 2．高水敷部の粗度係数(n2) 

   ・高水敷上の設計水深と平均植生の高さの比の関係より求めてもよい。(基本方針5―4―3参照) 

 3．法面部の粗度係数(n3) 

  ・マニング・ストリクラーの式により求める。(基本方針5―4―4参照) 

  ・相当粗度が把握できない場合は、法面構造と粗度係数の表を参考として求める。 

 

  

  



 

 

  

(ホ) 合成粗度係数の算定 (N)         (単断面の場合) 

・河床部、高水敷部と護岸部(法面部)の粗度係数を合成して求める。 

 N＝｛ 
 
(n13／2・S1)／S｝2／3    (基本方針5―4―1参照)   

     n1：各部の粗度係数 S＝S1＋…＋S1   S1：各部の潤辺 

複断面の場合は基本方針5―4―1参照 

  

 
 

  

(ヘ) 径深の算定(Rd) 

 Rd＝A／S   (基本方針5―5―1参照) 

    A：断面積(m2) 

    S：潤辺｛S1＋…＋S1｝(m) 

  

 
 

  
(ト) エネルギー勾配の決定(I．) 

  ・平均的な河床勾配を用いる。 
  

 
 

  

(チ) マニングの平均流速の算定(Vm) 

 Vm＝1／N・Rd2／3・Iθ1／2        (基本方針5―5―1参照) 

  N：粗度係数(合成粗度係数を用いる) 

  Rd：径深(川幅が100m以上の河川では、設計水深を用いても良い。) 

  Iθ：エネルギー勾配(原則として平均的な河床勾配を用いてよい) 

  

 
 

 

(リ) 最大洗掘深の算定(△Z) 

 1．直線河道の最大洗掘深(△Z) (基本方針5―5―4参照) 

  a．b／Hd≦10の場合、および河床粒径が細砂(0.2mm以下)の場合。(b：低水路幅 Hd：設計水深) 

   現況の平均河床高と現況最大掘深(△zg)の差を最大洗掘深(△z)とする。 

  b．b／Hd＞10の場合 

   以下によって求める推定最大洗掘深(△Zs)と現況最大洗掘深(△Zg)を比較し、いずれか深い方を最大

洗掘深(△Z)とする。 

   イ) 砂利河川の場合 

    ① b／Hdを求める⇒② Hd／dRを求める。⇒③ Hs／Hdを求める。 

      Hmax's＝｛1＋0.8(③)｝ ・Hd (dR：河床材代表粒径(m)Hs：砂州波高) 

        △Zs＝Hmaxs－Hd   (△Zs：最大洗掘深 

   ロ) 砂州・中砂の場合(0.2mm＜dR＜2cmの場合) 

        △Zs＝1.5(Hmaxs－Hd) 

 2．湾曲河道の最大洗掘深(△Zs)  (基本方針5―5―4―2)参照) 

  ① b／r求める。⇒② Hmaxs／Hdを求める。⇒③ Hmax＝(②)・Hd 

        △Zs＝(③)－Hd   (R：湾曲の河道中心の曲率半径 b：低水路幅) 

         r＝R－b／2    (r：湾曲の内岸側の曲率半径) 

    推定最大洗掘深(△Zs)と現況最大洗掘深(△Zg)と比較し、いずれか深い方を最大洗掘深(△Z)とする

が、中小河川にあっては、現況の深掘状況を考慮して現況最大深(△zg)を重視してよい 

 

  

  



 

 

 

  

(ヌ) 補正係数の決定(α＝α1・α2) 

 1．流れの補正(α1) 

  a．直線部の補正(最大洗掘深の補正も含む) (基本方針5―5―3の1)参照) 

   ・移動床の場合 α1＝1＋△Z／2Hd   ・固定床の場合 α1＝1 (△Z：最大洗掘深) 

  b．湾曲部の補正(最大洗掘深の補正も含む) (基本方針5―5―3の2)参照) 

   ・外岸側  α1＝1＋b／2R＋△Z／2Hd 

   ・内岸側  α1＝1＋b／2R 

 ・固定床の場合は外岸側、内岸側、下流5b区間に

ついてα1＝1＋b／2R 
 

   下流2b区間 α1＋b／2R＋△Z／2Hd 

          (R：湾曲の河道中心の曲率半径  b：低水路幅) 

 2．根固の補正(α2)  (基本方針3―5―3―3)参照) 

    Bw／H1≧1のときα2＝0.9    Bw／H1＜1のときα2＝1 

          (Bw：根固工の幅  H1：根固天端までの水深) 

 

 
 

  
(ル) 代表流速の決定(V0) 

    V0=a・Vm 
  

  

  

 

 

 

  

⑥ 設計流速(VD)による検証   (基本方針5―6―2、8―4―3参照) 

 断面毎に算定した代表流速を区間内(直線区間、曲線区間)毎に平均して設計流速(VD)とする。 

 一次選定した工法と設計流速との関係がマッチングしているか検証する。 

 ・護岸工法設計流速関係表(C表)よりチェックする。・根固工法と設計流速関係表(D表)よりチェックする。 

     No 

 

    
                                   Yes 

     No 

    
 

                             Yes 

  ⑦ 工法の決定 
 


